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26-14：通行車両が多く危険 

 
（対策方法） 

歩道整備 

26-12,13：通行車両多く危険 

 

（対策方法） 

通学路の変更と安全指導で対応 

26-20：歩道及び横断歩道が無く 

危険 

 
（対策方法） 

道路改良後，横断歩道を設置 

26-18：歩道が狭く道路にはみ出し 

危険 

 
（対策方法） 

横断歩道白線部外にカラー舗装及び 

Ｔ字路Ｒ部分にガードレール設置 

26-19：右左折車両から横断歩道 

が見えづらく危険 

 
（対策方法） 

横断歩道手前にｶﾗｰｿﾞｰﾝ設置 

26-17：ﾌｪﾝｽが一部破損しており危険 

 

（対策方法） 

フェンスの網部の張り替え 

26-16：通行車両が多く危険 

 

（対策方法） 

安全指導，見守りで対応 

26-15:交差点で死角になっており危険 

 
（対策方法） 

安全指導，見守りで対応 
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27-2:雨が降るとぬかるんで危険 

 

（対策方法） 

安全指導で対応 

27-1：横断歩道が消えており危険 

 

（対策方法） 

横断歩道の塗装及びゼブラゾーンの塗装 

27-14：児童と車両が接触する恐

れがある 

 

 

 

 

（対策方法） 

４箇所注意喚起の路面標示 

27-16:進入禁止の時間帯

が確認できにくい 

 
（対策方法） 

注意喚起の路面標示 

27-15:児童が車両と接触する

危険性がある 

 
（対策方法） 

路側帯の再塗装 

28-15:カラー鋪装が老朽化し，

事故の危険性がある 

 

（対策方法） 

カラー鋪装の再鋪装 

R3-12:急な勾配の坂で横断歩道を見落とす危

険がある 

 

（対策方法） 

横断歩道周りのカラー舗装 
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27-10：雨天や積雪時に車両が 

突っ込んでくる危険性がある 

 

（対策方法） 

ガードレールの設置 

27-11:路側帯が消え，車が

接近してくる恐れがある 

 

（対策方法） 

路側帯のカラー舗装 

27-12:車と接触する危険

 

（対策方法） 

カラーポストの設置 

27-13：深い側溝が続く道路に照

明がなく，暗くなるのが早い時

期に，児童が転落の危険性があ

る 

 

（対策方法） 

照明の設置 
28-6:速度超過のまま，交差点を

通過する車両が多く，児童生徒と

接触する危険性がある 

 

（対策方法） 

ドットと路面標示 

28-9:児童が車両と接触す

る恐れがある 

 

（対策方法） 

カラーポストの設置 

29-5: 歩道が一部狭くなっており，児

童と車両が接触する危険性がある 

 

（対策方法） 

２車線で両側歩道を有する都市計画

道路を整備 

29-6:路側帯を歩く児童と車両が

接触する危険性がある 

 
（対策方法） 

歩道の整備 

29-7:児童が車両と接触す

る恐れがある 

 

（対策方法） 

カラーポストの設置 

R5-5: 朝の時間帯に通り抜

けをする車両が多い。見通し

が悪く，乗用車等が，歩いて

いる子供を発見しにくい。 

 
（対策方法） 

「ゆずりあい」の路面標示，

車両用信号機の周期の調整 
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30－3:交通量が多い上，新しい団地がで

き歩道も整備されておらず危険 

 

（対策方法） 

安全指導で対応 

30-2:交通量が多い上，新しい団地がで

き歩道も整備されておらず危険 

 

（対策方法） 

道路のカラー舗装 道路の新設 

R5-3: 押しボタン式の信号機に対する意識

が低い自動車が，減速することなく三叉路に

進入してくるため危険である。 

 

（対策方法） 

横断歩道及び停止線のカラー塗装，路面のド

ットライン表示，押しボタン式信号機の時間

配分調整 
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R5-6: スピードを出して通行する自動車が

多く危険である。横断歩道に進入する車両

が，横断者を発見しにくい。 

 

（対策方法） 

横断歩道のカラー塗装 


